"The Testimony of God" and the Japanese by 清水 宏子 & Shimizu Hiroko
あか
「神の証し」と日本人
清 水 宏 子
Ⅰ は じ め に
神は "みことば'を通して自らを人類に示された｡しかし人々は,その "みことば"をど
のように理解しどのように受け入れたか,又それを介してどのような神観を持つに至ったか



















































































































































































を開いたのであり,イエス自身の言葉通 り,イエスこそが遺 ･真理 ･命であって,その道を



















































































































































































































(9) 『堅福音書』の ｢荒野の誘惑｣の項 (マタイ4の1-ll,ルカ4の1-13)参照｡
(10 -プライ人が,エジプトにおける強制労働から解放されたエジプト脱出を記念する過越 の祭 りの
時,イエスの時代には,モーセの律法に忠実なユダヤ人が,過越の小芋をほふり食するために,エル
サレムに集まっている｡





















住専 今道友信 『東西の哲学』(TBSブリタニカ,1981)第五章第八節 ｢存在の煩比と痛みの類比｣参照0
89 使徒行録17の26-27参照｡パウロがアテネのアレオパゴス (大審院)に立って説教した中に出てく
る言葉で,人間生活の環境的空間の限定を意味している｡
餌 遠藤周作 『イェスの生涯』P.250参照｡
12 研究紀要 (第1号)
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